
 

審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 第 37回 松阪市政推進会議 

２．開 催 日 時 
令和 7年 11月 14日（金） 

午後 3時から午後 5時 

３．開 催 場 所 松阪市役所 議会棟 第 3・4委員会室 

4．出席者 

 

出席委員：村林守会長 

岡山慶子委員、門暉代司委員、髙島信彦委員、 

西川明樹委員、松浦信男委員、三井高輝委員、 

米山哲司委員、渡邊幸香委員 

 

 

欠席委員：梅村光久委員、秋山由美委員、小野崎耕平委員、 

齋藤都委員、西村訓弘委員、平岡直人委員 

、 

 

事 務 局：竹上市長、近田副市長、永作副市長、藤木企画振興部

長、林企画振興部経営企画課長、小川企画振興部経営

企画課政策経営担当主幹、上村企画振興部経営企画課

政策経営係長 

 
 

５．公開及び非公開 公開 

６．傍 聴 者 数 1人（内、報道関係 1社） 

７．担 当 

松阪市企画振興部 経営企画課 

TEL 0598－53－4319 

FAX 0598－22－1377 

e-mail kei.div@city.matsusaka.mie.jp  

・議事録は別紙のとおり 
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第 37回市政推進会議 会議録（全文） 

 

１．日 時  令和 7年 11月 14日（金） 午後 15時 00分～17時 00分 

２．場 所  松阪市役所 議会棟 2階 第 3・4委員会室 

３．出席者  岡山慶子委員、門暉代司委員、髙島信彦委員、西川明樹委員、 

松浦信男委員、三井高輝委員、村林守委員、米山哲司委員、渡邊幸香委員 

 

※欠席：秋山由美委員、梅村光久委員、小野崎耕平委員、齋藤都委員、西村訓弘委員、 

平岡直人委員 

  

〔事務局〕 

竹上市長、近田副市長、永作副市長、藤木企画振興部長、林経営企画課長、小川政策経営担当主

幹、上村政策経営係長 

 

４．主な資料 

・R7市民意識調査中間報告 

・R7当初_政策施策別主要事業 

・R7補正予算（6月・9月） 

・ 

【議事要旨】 

１．市長あいさつ・市政報告 

【市長説明】 

・学校給食費無償化について、全国的な課題であり、国と地方での折半案が検討されているが自

治体負担は大きい。松阪市では物価高騰による原材料費上昇に伴う 15％の値上げを検討中だが、

保護者負担への影響が懸念される。 

・10月からの開庁時間変更を実施。不登校児童の高止まり、医療機関の赤字経営、少子化が深刻

である。若者の意識変化を踏まえ、限られた予算と人材で何に取り組むべきか議論を求めたい。 

・みえ松阪マラソンに 1万人超が参加予定。 

 

２．市民意識調査の結果報告 

【市長説明】 

・配布資料にもとづいて説明。 

 

３．協議事項：意見交換・質疑応答 

(1) 観光・駅周辺の賑わいについて 

委員の意見： 

・グルメは強みだが、駅西の賑わいが不足。伊勢神宮参拝客の立ち寄りを促す「ふらっと立ち寄

れる」仕掛けや、久留米市の事例のように若者への店舗提供などの新陳代謝が必要。 

・市の主導で景観整備や、空き店舗補助金を活用した誘致を行うべき。 
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・観光客への深掘りアンケートを実施し、行動原理を解明する必要がある。 

 

(2) 若者・教育・図書館活用について 

委員の意見： 

・若者の夢を育める環境整備が必要。図書館を「市の顔」として、夜間利用や飲食可など、柔軟

で遊び心のある空間へ改革すべき。 

・テスト勉強スペースの開放や軽食提供など、地域の「居場所」づくりを民間と連携して進める

ことが、郷土愛の醸成につながる。 

 

(3) 地域コミュニティ・高齢者支援について 

委員の意見： 

・空き家を活用した「宅老所」の運営を提案。行政は運営ではなく指導を行うべき。 

市長回答： 

・補助金制度を設けたが担い手不足が課題。地域活動への参加促進は難しい課題である。 

 

(4) 市政運営・広報・職員について 

委員の意見： 

・駅西開発について、反対意見を含めたプロセスを公開し、市民の納得感を高めるべき。 

・行政チャンネルや職員の意識調査を通じ、市民とのギャップを埋める工夫が必要。 

・意識調査の質問内容（免職に関する質問等）については、聞き方に工夫が必要ではないか。 

 

(5) 医療について 

・「かかりつけ医」の医師登録制を提案。特定健診や相談対応の責任を持たせるインセンティブ設

計により医療を充実させるべき。 

 

４．その他 

・中小企業支援は経済的支援には限界があるが、ハンズオン支援や産業支援センターによる相談

対応など、底上げ支援に注力されている。 

 

５．次回開催について 

日時：令和 8年 3月 27日（金）午後 3時より 


